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 いつも弊協会の大会運営へのご理解とご協力、ありがとうございます。 

 

さて本大会については、昨年の第 2 回大会時に大会要項公表後に中学生クルー参加のご

要望を頂いた際に、高校生の部への参加を一定条件下で可能なように対応致しましたが、今

回も先日の大会要項公表後に同様なご要望を頂きました。 

このため本大会要項の見直し検討の結果、これを改定の上、中学生クルーの参加を正式に

要項に織り込むことと致しました。 

具体的には、従来「高校生種目」としていたカテゴリーを「中学・高校生種目」として正

式化致しました。 

またエントリーに際しての要件は、昨年の第 2 回大会時と同様とし、詳細は HP にアッ

プした改定後の大会要項をご覧頂きたいのですが、特に同じ「中学・高校生種目」において

も中学生と高校生とで以下の様に扱いの異なる点があることにご注意下さい： 

1. 救命具：高校生クルーでは一般クルーと同様、自己責任としていますが、中学生クル

ーに対しては、安全上の観点から弊協会・東日本中学選手権競漕大会等と同様に携帯

を義務付けています。 

2. 舵手計量：中学生の舵手については、例えば日本ボート協会主催の全日本中学選手権

競漕大会や弊協会・東日本中学選手権競漕大会等では実施しておりませんが、一方、

全日本高等学校競漕選手権大会等では実施しています。 

本大会の様に、同一種目内で競漕する場合の扱いですが、過度の減量や計量直前の飲

料摂取といった身体の成長期にある中学生に対する健康上への悪影響に繋がりかね

ないことを考慮し、併せて競漕上の公平性の観点から、中学生の舵手については、計

量は実施するが、その体重に関する規程は適用しない、即ち参考値としてのみ計量を

実施することと致します。 

 

 なお明年度以降、本大会において本年と同様、「中学・高校生種目」とするか、或いは中

学生を別カテゴリーとするか等については、本年度のエントリー状況や関係各位よりのご

意見等を参考に決めていきたいと存じますので、弊協会宛にご意見、ご希望等をお寄せいた

だければ幸甚です。 

           

以上 


